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損害防止サーキュラー No.07-08 
 
 
Maritime Security 対海賊への処置 
 
 
イントロダクション 
各領海内における船舶に対する海賊の脅威のレベルは通常、特定の

セキュリティレベルとして、 
船舶保安計画の中に記載されるが、地域や地理的な変化が常にともな

う。 
これらの海域がその国家政府に特に重要であるのならば、様々な国家

情報サービスがより詳細な地域情報を有するかもしれない。  
残念ながら、こうした情報や査定は通常、制限され,極秘とされている。

船主はその乗組員の地域の知識や経験を頼りとするが、専門の民間企業から評価報告書を購入ができ

る。 
 
全ての船舶は運航している水域における危険レベルに関わらず、保安計画をアップデートしていくべきで

ある。 船舶保安計画は遭遇する可能性のある危険レベルに応じて取る手段を盛り込むべきである。 

対策数と範囲は、通常の本船上業務の制限を含み、異なる危険のレベルに応じて練られた保安計画でな

ければならない。 全ての乗組員は計画に記載された自らの責任について熟知せねばならない。 

計画に記載された対抗手段はまた、定期的に実施される実習訓練の一部にすべきである。 

乗組員は計画及び各々の責任について学び、理解したとしても、計画が適切であるか、何らかの弱点が

あるかということを学ぶためには実習訓練しなくてはならない。 
 
準備 
保安に関係する職務に携わる乗組員数は危険レベルを十分に反映したものでなければならない。 
特に危険な水域を数日間連続して航行するときなど高度の警戒状態が長時間にわたり続くと疲労が避け

がたい。 船長はこうした要素を考慮して計画を立てねばならない。 
 
全般警戒 
海賊の襲撃がありえる水域へ入域する時、全乗組員に全般の警戒を行う事が重要であることを強調する

ことが大事である。 

高リスクな地域に対するその時点の脅威の査定やそれに対応する準備のレベルは保安職務に当てる乗

組員の員数を決定する要素である。 

しかし、職務中あるいは職務外であっても、船舶が錨泊、港内にいても、乗組員は潜在的な危険や疑わし

い活動については更に警戒をすべきである。 

高リスクな地域に入る前に、保安計画に言及されている対海賊対策を実施するべきである。 
 
見張りの継続 
見張りはレーダーの死角である船尾に配されるべきであり、高リスクな海域に接近時には暗夜時間帯に

は常時レーダーによるモニターに加えて、赤外線暗視双眼鏡を使用するべきである。 

不意を突くという要素は襲撃者たちに対して重要であり、早期の発見は襲撃が回避されるという良い結果

になることがありうる。 

早期の発見はまた船に警戒を発する時間を与え、不意打ちから乗組員を防ぐことになるであろう。 
 
放送の聴取 
地域に関する海上安全放送の沿岸や海軍機関の安全周波数について継続的な無線当直もまた続けられ

るべきである。  
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もし襲撃を感知したならば、本船の安全警戒システムを作動させることに加えて、船長は遭難通報を放送 
 
 
すべきかどうかを考慮したほうがよいが、襲撃者が本船の通信システムをモニターしており、通信を妨害

する可能性があることは常に留意すべきである。 
 
錨泊時 
錨泊中の船舶は海賊による襲撃の最も頻度の高い目標物である。 

可能ならば、船主は錨泊時間を短縮すべきである。 

接岸予定待ちの間の低速航行は船舶がより高いリスクにいる期間を短縮させるのに役立つ。もし、警備員

が雇用されているのならば警備会社及びその従業員が適切な機関によって身元調査されていることを確

認する。 

警備会社の起用は保安処置の強化とみなすべきであり、こうした手段の使用に対するガイドライン、職務

内容及び制限は保安計画の中に記載するべきである。  
 
港あるいは錨地の出航前後、船舶は徹底的に捜査するべきである。 

錨泊し、あるいは接岸した船舶は、特に船舶の舷側や船尾についてすべての照明を有効に使用すべきで

ある。 

照明は海賊の作戦の最も弱点である段階において襲撃者を曝け出すゆえ、船への襲撃を再考させる結

果になるかもしれない。 
 
以上の対策のリストは全てを網羅していないが、しかしその意図するところは問題のいくつかを強調するこ

とにある。我々は以上の情報の提供についてBestia Risk Consultingに感謝する。 
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